[Book reviews] MIYAZAKI Satoshi, SUGINO Toshiko (eds): Gurobaruka to Gengo Seisaku: Sasutinaburuna Kyosei Shakai Gengo Kyoiku no Kochiku ni Mukete by 春口 淳一
 
 ― 1 ―  
 







































 ― 2 ―  
 
1.2 本書の構成 
本書は 13 人の編著者による 13 本の論考からなる。そしてこの 13 本を「第 1 部 移民に
対する言語教育とサスティナビリティ（第 1～4 章）」「第 2 部 多言語教育政策とサスティ
ナビリティ（第 5～7 章）」「第 3 部 マイノリティの言語政策とサスティナビリティ（第 8





























た積極的な提言が並ぶところが 3 本の掲載論文に共通する特長である。 




















































第 12 章と第 13 章は、専門分野としては前者が観光場面を、後者が司法場面を扱い、そ
れぞれにおける「言語支援」について扱った論考である。ただ、直接的な専門分野に特化



















































 1 日本政府観光局（JNTO）によれば、2014 年の訪日外客数は総計 1,341 万人（数字は下 4 桁を切
り捨て。以下同様）、翌 15 年 1,973 万人、16 年 2,403 万人、17 年 2,869 万人と右肩上がりであ
り、18 年も 7 月までに 1873 万人を記録している。17 年 7 月までの累計が 1643 万人であったこ
とから、2018 年に最多記録の更新が確実視される。 
 2 日本政府の公式見解では、「移民は解禁していない」（前掲『週刊東洋経済』2018 年 2 月 3 日号）。 
 3 特に山西（2013）は、「多文化共生」をキーワードに、社会に生きる学習者を支える日本語教育
とは何か考察しており、サスティナブルな日本語教育に向けた提言を多く含む論考と言える。 
 4 前者であれば、近年の「やさしい日本語」研究などとの連関が期待できる。 
 5 宮崎ほか（2018）は、看護・介護分野に特化して持続可能な移民社会について論じている。 
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